
江
戸
時
代
に
は
士

農
工
商
と
い
う
身
分

制
度
が
あ
っ
た
。
農

家
に
生
ま
れ
た
人
は

ど
ん
な
に
才
能
が

あ
っ
て
も
農
民
と
し

て
生
き
て
い
く
こ
と
が
運
命
づ

け
ら
れ
て
い
た
。
現
在
で
は
職

業
選
択
の
自
由
が
憲
法
に
保
障

さ
れ
て
お
り
、
あ
り
得
な
い
こ

と
で
あ
る
。
だ
が
、
生
ま
れ
て

く
る
家
庭
が
選
べ
な
い
子
ど
も

に
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て

い
な
い
だ
ろ
う
か
。
貧
困
の
連

鎖
と
い
う
形
で
あ
る
▼
当
協
会

が
行
っ
た
学
校
健
診
後
受
診
状

況
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
は
、
要
受
診
と
診
断
さ
れ
て

も
受
診
が
行
わ
れ
な
い
例
が
多

か
っ
た
こ
と
、
コ
ロ
ナ
前
の
歯

科
の
調
査
と
比
較
す
る
と
未
受

診
者
が
増
加
し
て
お
り
、
未
受

診
と
な
っ
て
い
る
理
由
の
一
つ

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
そ

れ
以
外
で
は
子
ど
も
の
貧
困
が

見
え
隠
れ
す
る
家
庭
の
問
題
な

ど
で
あ
る
▼
日
本
は
７
人
に
１

人
の
子
ど
も
が
貧
困
と
さ
れ
て

い
る
。
特
に
ひ
と
り
親
世
帯
で

子
ど
も
の
貧
困
が
多
い
。
人
生

の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
貧
困
に
よ

る
問
題
が
起
き
て
い
る
。
そ
の

問
題
は
そ
の
子
ど
も
の
将
来
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
貧
困

家
庭
の
再
生
産
と
な
る
。
そ
こ

で
生
ま
れ
た
子
ど
も
に
同
様
の

事
態
が
起
き
る
恐
れ
が
あ
る
。

富
裕
貧
困
と
い
う
制
度
が
あ
る

が
ご
と
く
で
あ
る
。
人
生
の
ス

タ
ー
ト
地
点
で
の
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
が
な
い
平
等
な
社
会

の
実
現
は
、
ま
さ
に
人
権
が
保

障
さ
れ
た
社
会
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
で
当
協
会
の
役
割
で
も

あ
る
。

今月の会員数／1,023人（医科715人・歯科308人）
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（※本紙の購読料は会費に含まれます）

4面 小児科医からの発信
6面 速報中医協資料
7面 憲法を生きる（木村草太氏）
9面 紙上よろず勉強会

９
月
２
日
（
木
）
に
保
険
医

協
会
会
議
室
に
て
、
今
年
２
月

か
ら
３
月
に
か
け
て
実
施
し
た

保
団
連
「
医
科
歯
科
学
校
健
診

後
調
査
」
結
果
の
う
ち
、
石
川

県
で
の
集
計
結
果
を
元
に
記
者

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
、
感
染
対
策
を
施
し
た
上
で

新
聞
社
・
テ
レ
ビ
局
８
社
が
集

ま
り
、
１
時
間
弱
、
調
査
結
果

の
概
要
報
告
と
意
見
交
換
を
行

い
、
そ
の
模
様
が
大
き
く
報
道

さ
れ
ま
し
た
。

発
表
で
は
、
調
査
結
果
よ
り

県
内
の
児
童
・
生
徒
の
未
受
診

率
の
現
状
と
未
受
診
に
至
る
背

景
、
ま
た
例
年
と
の
違
い
と
し

て
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
等
に

つ
い
て
、
診
療
科
別
に
三
宅
靖

会
長
、
大
川
義
弘
副
会
長
、
平

田
米
里
副
会
長
、
牛
村
繁
理
事

か
ら
報
告
し
ま
し
た
。

健
診
・
検
査
で
受
診
が
必
要

と
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
未

受
診
だ
っ
た
児
童
・
生
徒
の

割
合
は
歯
科
健
診
49
・
８
％
、

眼
科
健
診
56
・
２
％
、
視
力

検
査
51
・
２
％
、

耳
鼻
科
健
診
54
・

２
％
、
聴
力
検
査

31
・
９
％
、
内
科

健
診
39
・
２
％
で

あ
り
、
特
に
歯
科

の
未
受
診
率
に
つ

い
て
は
、
母
数
が

異
な
る
た
め
単
純

に
比
較
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
２
０
１
８

年
に
当
会
が
実
施

し
た
「
学
校
歯
科

健
診
後
調
査
」
の

時
点
と
比
較
し
て

13
・
９
％
も
悪
化

す
る
な
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
ま
ん
延
が
受
診
控
え

の
要
因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら

れ
る
よ
う
な
結
果
も
得
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
養
護
教
諭
が
考
え
る

未
受
診
の
要
因
と
し
て
、「
保

護
者
の
理
解
不
足
」
と
す
る
回

答
が
最
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
そ
の
背
景
に
は
貧
困
等

の
社
会
的
な
要
因
が
介
在
し
て

お
り
、
す
べ
て
の
責
任
を
保
護

者
任
せ
に
せ
ず
社
会
的
な
子
育

て
が
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

保
険
医
協
会
と
し
て
は
こ
れ

か
ら
も
継
続
的
な
調
査
の
取
組

や
各
関
係
機
関
と
の
連
携
な

ど
、
問
題
解
決
に
向
け
て
よ
り

一
層
の
取
り
組
み
を
展
開
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

記者発表の様子（MROニュースより）

早期受診の重要性を訴える三宅会長（NHKニュースより）

各科の未受診率

（1）歯科健診の未受診率 （2）視力検査の未受診率

（3）耳鼻科健診の未受診率 （4）内科健診の未受診率
11月14日[日] 10：00～12：30

日  時

パネリスト

2021年

オンライン講演（Zoomウェビナー）
または 石川県保険医協会会議室

場  所

どなたでも

介護事業所（入所･訪問･通所）より
10人程度

対  象

※詳細は同封の案内チラシをご覧ください。

参加費無料

新型コロナと介護現場
リレートーク

医師とコ･メディカルのためのシンポジウム 

学
校
健
診
後
の
受
診
状
況
調
査
　
記
者
発
表

歯
科・眼
科・耳
鼻
科

�

約
5
割
が
未
受
診

学校健診後の受診状況調査報告（抜粋）
2面参照

石 川 保 険 医 新 聞 第594号（1）2021年10月15日（毎月15日発行）



1.		 未受診の背景	
児童・生徒の未受診の要因として関連が深いと思われるものについて尋ねた

（複数回答可）。

2.		「口腔崩壊」の現状	
「口腔崩壊」状態（未処置のむし歯が10本以上ある、歯の根しか残っていな

いような未処置歯が何本もあるなど、咀嚼が困難な状態）の生徒については
115校中114校から回答があり、うち30校（26.3％）から計62人の口腔崩壊の児
童・生徒が「いた」との回答が得られた。上記30校の具体的な症状（複数回答
可）は下表の通り。

具体的な症状 回答数
むし歯が10本以上ある 27
歯の根しか残っていないような未処置歯が何本もある 5
咀嚼が困難な状態 3

3.		 新型コロナウイルス感染症による影響	
新型コロナウイルス感染症の影響に関して、さらに人数や具体的な事例につ

いて尋ねたところ、115校のうち108校から回答があり、うち44校（40.7％）計
93人の児童・生徒に、新型コロナウイルス感染症の影響事例があるとの回答が
得られた。具体的な影響事例は下グラフの通り。

10
2
4
7
11
17
23
28

42
50

その他

外国人（保護者）

保護者の心身不安定

経済的困難

発達障がい

保護者の無関心

ひとり親家庭

共働き

新型コロナ感染拡大の影響

保護者の理解不足

0 10 20 30 40 50 60 0 5 10 15 20 25

その他

低栄養の生徒増加

保健室登校の生徒増加

むし歯のある生徒増加

視力低下した生徒増加

肥満の生徒増加

11
4

9
12

19
20

石川県内の小学校、中学校、高等学校（定時制を含む）、特別支援学校
（分室を除く）、義務教育学校（いわゆる小中一貫学校）に通学する児童・
生徒について、各学校の学校長・養護教諭にアンケートを実施した。報告
より一部抜粋し掲載する。報告の全文は石川県保険医協会ホームページに
掲載している。

対　　象　�県内の349校（小学校200、中学校84、高等�
学校54、特別支援学校 9 、義務教育学校 2 ）

回 答 数　115校（回答率�33.0％）
調査期間　2021年 2 月 4 日〜 3 月15日

診療報酬は、2002〜08年（▲2.7％、▲1.05％、▲3.16％、▲0.82％）
と2014〜20年（▲1.26％、▲1.44％、▲1.25％、▲0.46％）の都合 8 回の
相次ぐマイナス改定により、2010年（0.19％）と2012年（0.00％）を含
めても、2000年から10％以上の引き下げになっています。

こうした低医療費政策のもとでギリギリの経営を迫られていたところ
に、今回の新型コロナウイルス感染症の拡大で患者減や感染防止などの
費用増が生じました。2020年度の国民医療費は対前年度比1.4兆円減と
なり、多くの医療機関が診療報酬の減収で疲弊しています。

次期改定で医療提供体制を立て直すべく、以下を
求める会員署名に取り組みます。署名用紙を本号に
同封しました。FAX・返信用封筒でご返送いただ
くか、QRコードからオンライン署名にご協力くだ
さい。

○国民に必要な医療を安定して提供するため、基本診療料
（初・再診料、入院基本料など）と算定頻度の高い診療行
為を中心に、診療報酬を10％以上引き上げること

○新型コロナ感染症への対応に係る診療報酬である医科・
歯科・入院の感染症対策実施加算、乳幼児感染予防策加
算についての評価を引き上げ、基本診療料に包括して恒
久化することを含め、改定に盛り込むこと

○患者窓口負担を軽減すること

疲弊した医療提供体制を立て直す
診療報酬改定を求める署名
先生方の1筆が必要です

乳幼児感染予防策加算
感染症対策実施加算
10月1日から引き下げ＆廃止

9 月28日厚労省事務連絡にて、乳幼児感染予防策加算は10月以降は
医科50点・歯科28点に引き下げられることとなりました。また、算定
できる期限は2022年 3 月31日までとされました。

感染症対策実施加算（外来 5 点、入院10点）は延長の通知等が出さ
れなかったため、当初の予定通り10月 1 日以降は廃止されています。

また、同厚労省事務連絡にて新たな新型コロナ関連の診療報酬の特
例が示されています（ 5 面参照）。

2021年9月30日まで
2021年10月1日〜
2022年3月31日まで

乳幼児感染
予防策加算

医科100点、歯科55点 ➡ 医科50点、歯科28点

感染症対策
実施加算※ 外来5点、入院料10点 ➡ 廃 止

※医科外来等感染症対策実施加算（5点）、歯科外来等感染症対策実施加算
（5点）、入院感染症対策実施加算（10点）

石川県  学校健診後の受診状況調査報告（抜粋）
石 川 保 険 医 新 聞 2021年10月15日（毎月15日発行）（2）第594号



２
０
２
１
年
８
月
31

日
に
厚
労
省
か
ら
医
療

費
の
動
向
と
し
て
概
算

医
療
費
の
年
度
集
計
結

果
が
公
表
さ
れ
た
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
２
０
２
０

年
度
の
概
算
医
療
費
は
42
・
２
兆

円
で
対
前
年
比
▲
１
・
４
兆
円
、
率

に
し
て
▲
３
・
２
％
と
な
り
過
去
最

大
の
減
少
率
と
な
っ
た
。
特
に
未
就

学
者
の
医
療
費
や
小
児
科
及
び
耳
鼻

咽
喉
科
の
医
療
費
の
減
少
幅
が
大
き

く
、
い
ず
れ
の
診
療
科
も
深
刻
な
影

響
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
歯
科
は

他
科
に
比
べ
る
と
減
少
幅
が
小
さ
い

と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
本
当
に
そ

う
だ
ろ
う
か
？

２
０
２
０
年
10
月
に
健
康
保
険
組

合
連
合
会
政
策
部
が
発
表
し
た
資
料

に
よ
る
と
、
近
年
の
歯
科
治
療
の

ニ
ー
ズ
の
主
体
は
歯
科
補
綴
治
療
で

は
な
く
、
歯
周
疾
患
治
療
と
な
る
傾

向
に
あ
る
と
読
み
取
れ
る
。
こ
の
健

康
保
険
組
合
の
数
字
は
一
部
で
あ

り
、
全
歯
科
医
療
機
関
を
代
表
し
て

い
る
わ
け
で
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
歯

科
開
業
医
の
認
識
と
一
致
す
る
。

そ
の
一
方
、
厚
労
省
が
発
表
し
た

２
０
２
０
年
社
会
医
療
診
療
行
為
別

統
計
で
は
、
歯
科
の
レ
セ
プ
ト
１
日

当
た
り
の
総
点
数
は
７
５
７
・
６
点

で
対
前
年
比
51
・
２
点
の
増
加
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
歯
冠
修
復
及
び
欠
損

補
綴
が
29
点
と
な
り
、
増
点
の
主
た

る
部
分
は
前
述
と
は
異
な
り
、
歯
周

治
療
で
は
な
く
補
綴
治
療
を
含
む
う

蝕
治
療
な
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
増
点
は
単
に
歯
科
材
料

費
の
高
騰
を
反
映
し
た
可
能
性
が
大

き
く
、
真
の
実
態
を
反
映
し
て
い

る
と
は
言
い
難
い
。
加
え
て
、
歯

科
医
院
の
「
金
パ
ラ
」
の
逆
ザ
ヤ

す
ら
も
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
保

団
連
が
今
年
７
月
に
発
表
し
た
試

算
で
は
、
10
月
１
日
実
施
の
貴
金
属

改
定
価
格
で
は
、
現
在
30
ｇ
あ
た
り

１
万
８
３
３
０
円
の
逆
ザ
ヤ
で
あ

り
、
月
平
均
90
ｇ
購
入
す
る
と
、
年

間
で
約
60
万
円
も
の
金
額
が
歯
科
医

院
の
持
ち
出
し
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
驚
愕
の
数
字
を
差
し
引

け
ば
、
歯
科
は
他
科
に
比
べ
て
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
は
軽
微
で
い
ち
早
く
回

復
し
た
と
は
言
い
難
く
、
他
科
同
様

に
経
営
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

厚
労
省
発
表
の
統
計
数
字
が
来
年

の
歯
科
診
療
報
酬
改
定
に
多
大
な
る

影
響
を
与
え
か
ね
な
い
ゆ
え
に
、
わ

れ
わ
れ
は
実
態
に
則
し
た
デ
ー
タ
を

基
に
、
あ
る
べ
き
制
度
・
点
数
配
分

等
を
設
計
す
る
よ
う
厚
労
省
・
中
医

協
等
に
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。

講
演
会
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な

い
歯
科
診
療
室
の
感
染
対
策
と

最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
を
８
月

26
日
（
木
）
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
企
画
し
た
と
こ
ろ
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
第
５
波
の

真
っ
た
だ

中
と
い
う

状
況
で
も

あ
り
、
関

心
が
高

く
、
50
人

と
多
く
の

歯
科
会
員

が
参
加

し
た
。

講
師
の

高
木
純

一
郎
先

生
（
石
川

県
立
中
央

病
院
・
歯

科
口
腔
外

科
診
療
部

長
）
は
、

ま
ず
歯
科

医
療
の
特

徴
・
状
況

を
挙
げ
る
こ
と
か
ら
始
め
、
そ

の
上
で
最
も
関
心
の
高
い
「
歯

科
医
院
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
は
起

き
な
い
の
か
？
」
と
の
質
問
を

参
加
者
に
投
げ
か
け
た
。

高
木
先
生
は
、
理
路
整
然
と

歯
科
治
療
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
が

起
き
な
い
５
つ
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
の
要
因
を
解
説
し
た
。
若

干
安
心
し
た
の
も
束
の
間
、
歯

科
治
療
で
な
く
歯
科
医
院
で
は

ク
ラ
ス
タ
ー
は
生
じ
う
る
と
し

て
、
ス
タ
ッ
フ
の
休
憩
時
の
会

話
や
空
調
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
不

備
等
、
い
く
つ
か
の
要
因
を
挙

げ
た
。
高
齢
者
施
設
と
歯
科
医

院
の
違
い
に
関
す
る
解
説
に
も

触
れ
、
歯
科
の
特
殊
性
を
あ
ら

わ
に
し
た
。

そ
の
後
、
ス
タ
ッ
フ
の
家
族

が
陽
性
に
な
っ
た
ら
？　

患
者

が
陽
性
だ
と
後
で
判
明
し
た

ら
？　

手
指
の
消
毒
は
速
乾
性

ア
ル
コ
ー
ル
で
行
う
の
と
流
水

下
で
30
秒
で
は
ど
っ
ち
が
良
い

か
？　
「
質
問
を
投
げ
か
け
て

は
答
え
る
形
式
」
で
講
演
は
続

い
た
。
診
療
室
や
待
合
室
の
高

頻
度
接
触
面
は
ど
こ
か
、
汚
染

エ
リ
ア
と
清
潔
エ
リ
ア
の
区
分

の
仕
方
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
と
一

緒
に
な
っ
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
こ
と
が
大
き
な
一
歩
に

な
る
と
力
説
さ
れ
た
。

思
う
に
、
わ
れ
わ
れ
個
人
開

業
医
レ
ベ
ル
で
は
、
病
院
の
よ

う
に
、
動
線
の
区
分
け
、
毎
回

の
問
診
表
等
に
よ
る
患
者
の
状

況
把
握
、
そ
の
他
様
々
な
項
目

を
完
全
に
実
施
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
冒
頭
に
紹
介
さ
れ
た
ス

イ
ス
チ
ー
ズ
モ
デ
ル
（Sw

iss 
cheese m

odel

：
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
リ
ス
ク
分
析
の
モ

デ
ル
）
の
イ
ラ
ス
ト
が
表
す
よ

う
に
、
完
全
な
防
御
壁
を
構
築

す
る
こ
と
が
難
し
い
ゆ
え
に
、

そ
れ
な
り
の
感
染
対
策
壁
を
幾

重
に
も
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
感
じ
た
。

歯科治療に欠かすことのできない金属材料である金銀パラジウム合金（金パ
ラ）の価格が高騰を続け、歯科医療機関での購入価格が保険償還価格を上回るい
わゆる「逆ザヤ」の状況が長期間にわたり続いています。保団連の調査によれば、
4 月〜 6 月の購入価格は平均98,370円で、30グラムあたりの告示価格80,040円に
対して18,330円、 2 割を超える大きな「逆ザヤ」となっています。10月には随時
改定Ⅰが実施されますが、改定価格も2,951円（88,530円）で、実態にはまったく
見合わない「逆ザヤ」前提の改定です。

現行の「随時改定」は、（ 1 ）価格の参照時期から改定実施までに大きなタイ
ムラグがある、（ 2 ）価格の変動率が一定未満（Ⅰは 5 ％、Ⅱは15％）では改定
が実施されず、価格乖離の長期化が起こる、（ 3 ）随時改定は金パラの実勢価格
に基づかず、素材（金、銀、パラジウム）となる貴金属価格の変動に基づいた机
上の試算価格にすぎない。そもそも、金パラの市場実勢価格を定期的に把握する
仕組みが存在せず、実態を検証するデータもない、（ 4 ） 2 年に 1 度の金パラの
市場実勢価格調査は非公開であり不透明であるなどの問題
があります。

次期診療報酬改定に向けて、問題の解消を求める会員署
名を本号に同封しました。FAX・返信用封筒でご返送いた
だくか、QRコードからオンライン署名にご協力ください。

金パラ「逆ザヤ」の抜本的な解消を求める
要請署名にご協力ください

歯
科
レ
セ 

51・2
点
増
加
？

�

コロ
ナ
禍
の
影
響
は
回
復
し
た
の
か

10月28日[木] 19：00～21：00
と  き

2021年

オンラインZoomミーティング（定員100人）
または 石川県保険医協会会議室（定員8人）

ところ

会員医療機関の歯科医師およびスタッフ

北道 敏行 氏

対  象
詳細・申し込みは同封の案内チラシをご覧ください。

講師
（兵庫県姫路市 きたみち歯科医院院長）

歯科オンライン講演会

デジタルデンティストリー
の到達点と展望

歯科感染対策講演会

シミュレーションが
  大きな一歩

副会長　平田　米里（野々市市・歯科）

図　スイスチーズモデル

石 川 保 険 医 新 聞 第594号（3）2021年10月15日（毎月15日発行）



食
べ
て
よ
い
頃
に
は
…

石
川
県
の
食
事
は
海
の
幸
、

山
の
幸
が
豊
富
で
本
当
に
お
い

し
い
で
す
。
県
外
出
身
の
私
が

石
川
県
に
残
っ
た
理
由
の
う
ち

の
一
つ
に
、
食
べ
物
の
お
い
し

さ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
私
は
現

在
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
外
来
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
日
頃
よ
り

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
た

ち
に
も
食
事
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
治
療

の
原
則
は
必
要
最
小
限
の
除

去
で
す
。
経
口
負
荷
試
験
を

行
い
少
量
か
ら
で
も
食
事
を

開
始
し
て
行
く
こ
と
が
「
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
診
療
の
手

引
き
２
０
２
０
」（「
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
の
診
療
の
手
引
き

２
０
２
０
」
検
討
委
員
会
）
で

も
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子

ど
も
た
ち
の
多
く
は
小
学
生
に

な
る
頃
に
は
卵
や
、
牛
乳
、
小

麦
な
ど
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

完
全
に
食
事
制
限
が
解
除
さ
れ

る
ま
で
は
本
人
と
家
族
の
ス
ト

レ
ス
な
日
々
が
続
き
ま
す
。
長

年
、
完
全
除
去
を
継
続
し
て
き

た
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
検
査

デ
ー
タ
が
改
善
し
、
摂
取
を
促

し
て
み
て
も
な
か
な
か
食
べ
て

く
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
食
べ
る
こ
と
を
禁
止
さ

れ
て
い
た
も
の
を
、
ア
レ
ル

ギ
ー
の
数
値
が
下
が
っ
た
か
ら

食
べ
て
よ
い
と
言
わ
れ
て
も
、

そ
の
頃
に
は
子
ど
も
た
ち
は
そ

の
食
べ
物
を
嫌
い
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
多
い
で
す
。
味
も
嫌

い
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
の
禁
止
さ
れ
て
い
た
食
べ
物

を
食
べ
た
い
と
思
わ
な
い
の

で
す
。

２
０
２
１
年
に
行
わ
れ
た
第

７
回
総
合
ア
レ
ル
ギ
ー
講
習
会

の
講
演
で
ま
ず
食
べ
物
の
記
憶

は
、
に
お
い
、
風
味
、
郷
愁
に

よ
る
と
言
わ
れ
、
餌
へ
の
渇
望

は
味
よ
り
も
記
憶
の
方
が
強
く

作
用
し
て
い
る
と
い
う
話
題
が

出
ま
し
た
。
ま
た
郷
愁
は
基
本

的
な
味
覚
（
味
蕾
の
機
能
）
よ

り
も
、
風
味
（
後
鼻
腔
で
感
じ

る
嗅
覚
）
に
依
存
し
て
い
る
と

い
い
ま
す
。
つ
ま
り
ま
っ
た
く

慣
れ
な
い
風
味
の
す
る
も
の
は

食
べ
た
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

嫌
い
に
な
る
前
に

ま
た
、
大
学
生
で
大
嫌
い
な

食
べ
物
を
調
査
す
る
と
、
か
な

り
の
割
合
で
「
食
べ
る
こ
と
を

強
い
ら
れ
た
経
験
」
が
も
と
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
今
私
た
ち
が
行
っ
て
い
る

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
食
事
指
導

は
、
あ
る
時
期
ま
で
は
ア
レ
ル

ゲ
ン
の
除
去
を
行
い
、
負
荷
試

験
を
行
い
少
量
か
ら
で
も
ア
レ

ル
ゲ
ン
を
食
べ
さ
せ
て
い
く
と

い
う
方
法
で
進
め
て
い
き
ま

す
。
こ
の
食
事
指
導
の
中
で
は

子
ど
も
た
ち
が
無
理
を
し
て
食

べ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
無
理
に
食
べ
さ
せ
る
こ
と

で
ア
レ
ル
ゲ
ン
で
あ
っ
た
も
の

が
摂
取
可
能
と
な
っ
た
と
し
て

も
そ
の
食
べ
物
は
嫌
い
に
な
る

可
能
性
が
高
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

私
は
、
で
き
る
だ
け
完
全
除

去
の
期
間
を
短
く
し
、
嫌
い
に

な
る
前
に
経
口
負
荷
試
験
を
行

い
な
が
ら
少
量
ず
つ
開
始
し
て

い
く
こ
と
に
よ
り
風
味
に
慣
れ

て
も
ら
う
の
が
良
い
と
考
え
ま

す
。
ま
た
食
事
指
導
を
進
め
る

際
も
摂
取
可
能
な
量
を
調
理
法

や
味
付
け
を
変
え
た
り
、
そ
の

量
に
相
当
す
る
加
工
品
に
し
た

り
す
る
こ
と
で
ア
レ
ル
ギ
ー
児

が
嫌
が
ら
な
い
食
べ
方
を
工
夫

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

こ
の
お
い
し
い
食
事
が
た
く

さ
ん
あ
る
石
川
県
で
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
が
治
っ
た
後
の
そ
の
子

の
食
生
活
が
豊
か
に
な
る
よ
う

な
ア
レ
ル
ギ
ー
診
療
を
心
が
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小児科医からの

発信
小児科医からの

発信
～子どもは未来、
　日本の未来～

《第59回》

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
児
の

 食
に
つ
い
て
考
え
る

土
岐

　真

（
金
沢
医
科
大
学
病
院
・
小
児
科
）
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原稿募集

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
か
ら
３
と
打
つ
の
が
好
手
段
。
白

４
に
黒
５
で
ダ
メ
ヅ
マ
リ
に
な
り
、
白
死

で
す
。
黒
１
で
２
は
白
１
黒
５
白
イ
で
コ

ウ
に
な
り
失
敗
。
ま
た
黒
１
で
３
は
白
イ

黒
１
白
ロ
黒
２
白
ハ
で
白
生
き
で
す
。

囲

解
答

碁

☗
２
三
歩
成
☖
同
玉
☗
４
五
角

☖
１
三
玉
☗
１
二
角
成
☖
同
玉

☗
３
二
竜
☖
１
三
玉
☗
２
二
竜

ま
で
９
手
詰
。

〈
解
説
〉
☗
２
三
歩
成
と
捨
て

て
☗
４
五
角
が
好
手
順
で
す
。

☖
１
三
玉
の
逃
げ
に
５
手
目
☗

１
二
角
成
が
決
め
手
で
、
☖
同

玉
に
☗
３
二
竜
か
ら
☗
２
二
竜

で
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

今
回
ご
紹
介
す
る
中
華
点

心
研
究
所
は
、
と
て
も
お
い

し
い
豚
ま
ん
が
食
べ
ら
れ
る

お
店
で
す
。
津
幡
町
の
石
川

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
へ
の
入
口
す

ぐ
手
前
（
金
沢
方
面
か
ら
）

に
あ
り
ま
す
。
店
は
も
と
も

と
竹
炭
工
場
だ
っ
た
建
物
を

改
装
し
た
も
の
で
少
々
分
か

り
づ
ら
い
の
で
す
が
、
写
真

１
に
あ
る
よ
う
に
「
豚
ま

ん
」
と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
旗

が
目
印
で
す
。

こ
の
店
の
豚
ま
ん
（
写
真

２
）
の
特
徴
で
す
が
、
皮
生

地
は
表
面
が
ツ
ル
ツ
ル
で

し
っ
か
り
と
し
て
お
り
、

食
べ
て
み
る
と
モ
チ
ッ
と

し
た
重
量
感
を
感
じ
ま

す
。
日
本
の
豚
ま
ん
に
多

い
フ
ワ
ッ
と
し
た
感
じ
で

は
な
い
の
で
す
。
一
方
、

餡
の
方
は
少
し
控
え
め
な

味
で
、
豚
肉
の
う
ま
み
が

肉
汁
と
と
も
に
口
の
中
に

広
が
り
ま
す
。
具
材
は
豚
肉

と
た
っ
ぷ
り
の
玉
ね
ぎ
の
み

で
、
豚
肉
と
と
も
に
玉
ね
ぎ

の
甘
み
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

保
存
料
は
一
切
使
用
し
て
い

ま
せ
ん
。
皮
生
地
と
餡
と
両

方
が
主
役
と
い
っ
た
感
じ

で
す
。

お
店
は
優
し
そ
う
な
ご
夫

婦
（
写
真
３
）
が
営
業
し
て

い
て
、
奥
様
は
中
国
の
ご
出

身
で
す
。
や
は
り
、
本
場
の

味
で
す
ね
。
ご
主
人
に
な
ぜ

中
華
点
心
研
究
所
な
の
か
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
２
０
１
８
年

に
オ
ー
プ
ン
し

た
の
で
す
が
、

い
ろ
い
ろ
研
究

し
て
お
い
し
い

点
心
を
た
く
さ

ん
提
供
し
た
い

と
思
っ
て
い
る

た
め
、
こ
の
名

前
に
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

今
は
、
ご
紹

介
し
た
豚
ま
ん

（
１
個
１
６
０

円
）
と
こ
ん
が

り
甘
く
て
お
い
し
い
焼
あ
ん

饅
頭
（
１
個
１
２
０
円
）
の

２
種
類
の
み
で
す
が
、
こ
れ

だ
け
で
も
十
分
に
本
格
的
な

点
心
が
味
わ
え
ま
す
。
完
全

な
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
方
式
で
、

私
は
運
転
中
に
食
べ
ま
す
が

（
こ
の
時
点
で
は
と
て
も
熱

い
）、
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て

か
ら
の
お
い
し
い
食
べ
方
を

書
い
た
説
明
書
も
付
け
て
く

れ
ま
す
。
お
二
人
で
営
業
し

て
い
る
た
め
商
品
が
売
り
切

れ
た
ら
閉
店
し
ま
す
の
で
、
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外来・在宅
診療・検査医療機関であることを公表した医療機関は二類感染症患者入院診療
加算（250点）
⑴  診療・検査医療機関として都道府県から指定され、その旨が公表されてい

る医療機関において、その診療・検査対応時間内に、新型コロナウイルス感
染症であることが疑われる患者に対し、必要な感染予防策を講じた上で外来
診療を実施した場合、二類感染症患者入院診療加算（250点）が算定できる。

⑵  ⑴の「公表されている医療機関」とは診療・検査医療機関として、自治体
のホームページで公表されている医療機関をいう。なお、2021年10月31日まで
の間は、当該医療機関のホームページ等において、診療・検査医療機関であ
る旨を公表していることをもって、自治体による公表に代えて差し支えない。

⑶  院内トリアージ実施料（300点）とは別に算定できる。
⑷  2021年 9 月28日から2022年 3 月31日まで算定できる。

外来
外来で新型コロナ患者の診療を行った場合の救急医療管理加算 1（950点）
⑴  入院外の新型コロナウイルス感染症患者に対し、新型コロナウイルス感染

症に係る診療（緊急的な往診、訪問診療及び電話や情報通信機器を用いた診
療を除く）を実施した場合に救急医療管理加算 1 （950点）を算定できる。

⑵  当該患者に対して主として診療を行っている保険医療機関において、 1 日
につき 1 回算定できる。

⑶  同一日に以下①〜④は併算定できない。
①  自宅療養者の往診・訪問診療時の救急医療管理加算 1 （2,850点）
②  外来又は往診にてロナプリープを投与した場合の救急医療管理加算 1
（往診4,750点、外来2,850点）

③  入院加療を行う中等症の新型コロナウイルス感染症患者に算定できる救

急医療管理加算 1 （3,800点）　
④  入院加療を行う呼吸不全の診療が必要な中等症以上の新型コロナウイル

ス感染症患者に算定できる救急医療管理加算 1 （5,700点）
⑷  この取扱いは2021年 9 月28日以降適用される。

在宅
自宅・宿泊療養者の往診・訪問診療時の救急医療管理加算 1（950点）が 3倍
（2,850点）に
⑴  自宅・宿泊療養者に対して、以下①又は②の場合において、救急医療管理

加算 1 の100分の300に相当する点数（2,850点）を往診料又は在宅患者訪問
診療料を算定した日に算定できる。
①  当該患者又はその看護に当たっている者から新型コロナウイルス感染症

に関連した訴えについて往診を緊急に求められ、速やかに往診しなければ
ならないと判断し往診を実施した場合

②  新型コロナウイルス感染症に関連した継続的な診療の必要性を認め訪問
診療を実施した場合

⑵  当該点数は、当該患者に対して主として診療を行っている医師が属する 1
つの医療機関において、 1 日につき 1 回算定できる。

⑶  同一の患家等で 2 人以上の自宅・宿泊療養を行っている者を診察した場合
においては、 2 人目以降の患者について、往診料を算定しない場合において
も、当該加算を算定できる。

⑷  同一日に以下①②は併算定できない。
①  入院加療を行う中等症の新型コロナウイルス感染症患者に算定できる救

急医療管理加算 1 （3,800点）
②  入院加療を行う呼吸不全の診療が必要な中等症以上の新型コロナウイル

ス感染症患者に算定できる救急医療管理加算 1 （5,700点）
⑸  この取扱いは2021年 9 月28日以降適用される。

自宅・宿泊療養者の訪問看護時の長時間訪問看護・指導加算（520点）が 3倍
（1,560点）に
⑴  自宅・宿泊療養を行っている者に対して緊急に訪問看護を実施した場合、

訪問看護ステーションにおいては、長時間訪問看護加算（15,600円）を、医
療機関においては、長時間訪問看護・指導加算（1,560点）を算定できる。

⑵  当該患者に対して主として訪問看護を行った訪問看護ステーション又は保
険医療機関において、訪問看護を行った時間を問わず 1 日につき 1 回算定で
きる。

⑶  長時間精神科訪問看護加算又は長時間精神科訪問看護・指導加算について
も同様の取扱いとなる。

⑷  この取扱いは2021年 9 月28日以降適用される。

【保険医協会のコメント】
従来の院内トリアージ実施料（300点）の特例も継続しているので、公表しない
診療・検査医療機関も今まで通り院内トリアージ実施料（300点）は算定できる。

9 月21日付けで厚労省から事務連絡「後発医薬品の出荷停止等を踏まえた
診療報酬上の臨時的な取扱いについて」が発出され、外来後発医薬品使用体
制加算等の施設基準において特例が設けられました。

対象となる医薬品が掲載されている「別添 2 」と
厚生局への報告で使用する別紙様式は石川県保険医
協 会「 協 会 ニ ュ ー ス 」（https：//ishikawahokeni.jp/
blog/?p=1095）からもダウンロードできます。

後発医薬品使用体制加算等の特例
⑴  厚労省事務連絡の別添 2 に示す供給停止品目と同一成分・同一投与形態

の医薬品については、以下の① ②の点数における実績要件である後発医
薬品の使用（調剤）割合（以下「新指標の割合」という）を算出する際に、
算出対象から除外しても差し支えない。この取扱いは、2022年 3 月31日ま
でとする。

①A243後発医薬品使用体制加算（入院基本料等加算）
②処方料の外来後発医薬品使用体制加算

⑵  ⑴の取扱いを行い、加算等の実績要件を満たすこととする場合は、各
月の新指標の割合等を記録するとともに、別紙様式を用いて各地方厚生

（支）局に報告を行う。具体的な計算方法・報告時期については、上記の
QRコードより詳細をご確認いただきたい。

後発医薬品の出荷停止等を踏まえた
診療報酬上の臨時的な取扱い

2021年 9 月28日付で厚労省事務連絡「新型コロナウイルス感染症に係
る診療報酬上の臨時的な取扱いについて（その63）」が発出されました。
以下に特例の内容を掲載します。

なお、紙幅の都合で以下の内容は掲載を省略しました。該当する医
療機関は石川県保険医協会ホームページ「協会ニュース」（https：//
ishikawahokeni.jp/blog/?p=1102）を参照ください。
○中和抗体薬を外来・往診で投与した場合の救急医療管理加算1（往診
4,750点、外来2,850点）
○歯科における新型コロナ患者の診療に関する特例

新型コロナ 新たな診療報酬特例
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次期診療報酬改定
に向けて

（9月21日・13人出席）

2021年度
第11回理事会点描
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先月号でもお伝えした通り、2022年度の診療報酬改定に向けた中医協での審
議が本格的にスタートしている。現時点では、第 1 ラウンドの議論が次のスケ
ジュールで実施され、各論点についての最初の議論が終了したところである。

①  コロナ・感染症対応（ 7 月 7 日中医協総会にて検討）
②  外来（ 7 月 7 日中医協総会にて検討）
③  入院（ 8 月25日中医協総会にて検討）
④  在宅（ 8 月25日中医協総会にて検討）
⑤  歯科（ 8 月 4 日中医協総会にて検討）
⑥  調剤（ 7 月14日中医協総会にて検討）
⑦  個別事項（ 7 月21日中医協総会にて検討）

◦  働き方改革の推進
◦  不妊治療の保険適用
◦  医薬品の適切な使用の推進
◦  歯科用貴金属の随時改定

本号では、上記のうち前号で触れていない在宅医療の課題とその中医協総会
での議論について、整理して紹介する。なお、前号と本号で紹介できなかった
論点を含む各課題の論点と議論については、 9 月15日の中医協総会で「議論の
中間とりまとめ」として示されているので、厚労省ホームページ等を参照願い
たい。

①	 在宅医療について（8月25日中医協総会資料より）
<在宅医療についての課題>

上記の課題のうち、議論の応酬があったのは、「在宅療養支援診療所（在支
診）」の届出数の伸びの鈍化と、在宅時医学総合管理料の継続診療加算の伸び
が進んでいないという点についてであった。

診療側からは、在支診の届出が頭打ちになっている点に関連して、「かかり
つけ医が外来の延長として実施している在宅医療」と「在宅専門の医療機関に
よる在宅医療」とでそれぞれ評価の工夫をしないと、両者間の分断が起きるこ
とを指摘し、安易に量の確保を図ることについて懸念が示された。

また、在支診以外の診療所が他の医療機関との連携などによる24時間往診体
制を評価した「継続診療加算」は、上記の問題提起に一定応えた点数であった
が、こちらについても算定が広がっていない点が指摘されている。診療側から
は、24時間往診体制を求める現行要件をさらに緩和し、後方支援病床等との連
携による対応で算定可能とすべきとの意見が述べられたが、支払側からは慎重
な意見も出されており、議論は第 2 ラウンドに持ち越しとなっている。

②	 在宅歯科医療について（8月25日中医協総会資料より）
<在宅歯科医療についての課題>

在宅歯科医療を実施する医療機関について「微増傾向」という状況が続いて
いるが、超高齢社会における高齢者の口腔健康管理の必要性に鑑みて、在宅歯
科医療提供体制の構築が重要な課題であるという論点整理が示されている。

診療側からは、「小規模で歯科医師が 1 人という体制がほとんどの中で、外
来を閉めて訪問に出ていくのは負担が大きい」旨が述べられ、ICTの活用な
どにより訪問歯科診療に少しでも取り組みやすくなる仕組みの検討が要望さ
れた。

一方、支払側からは、在宅歯科医療のニーズに応えるためには、「在宅療養
支援歯科診療所」や「かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所」が積極的な役
割を果たすべきとの認識が示され、現行の在宅歯科診療に係る施設基準要件の
更なる強化を訴える意見が出されている。

ア�� 在宅医療を取りまく現状について
◦  在宅医療については、高齢化の進展及び地域医療構想による病床の機能

分化・連携により、需要が大幅に増加することが見込まれている。
◦  今後も、年間の死亡数は増加傾向を示すことが予想され、最も年間死亡

数の多い2040年と2015年では約39万人/年の差が推計されている。場所別
の死亡者数をみると、近年は多くの方が「病院」で亡くなっているが、「最
期を迎えたい場所」については、「自宅」が最も多い。

◦  在宅医療の体制構築に係る指針において、在宅医療において積極的役割
を担う医療機関は「多職種連携を図りつつ、24時間体制で在宅医療を提
供」、「医療、介護、障害福祉の現場での多職種連携の支援」を行うことが
望ましいとされている。また、医師会や市町村等の在宅医療に必要な連携
を担う拠点は、「関係機関の連携による24時間体制の構築」を行うことと
されている。

◦  在宅医療・介護連携推進事業において、市町村は、「地域の医療・介護
関係者の協力を得ながら、切れ目なく在宅医療と介護が一体的に提供され
る体制の構築を目指した取組を行う」こととされている。

◦  医療計画において、訪問診療を行う診療所・病院数に関する目標設定を
各都道府県が行うこととされているが、現状の数が目標値に達していない
都道府県が存在する。

◦  在宅医療の関係者会議において、「地域の病院と在宅医療との水平連携
が不足している」、「かかりつけ医の在宅医療への参画等、在宅医療推進を
支える体制が不十分である」、「医師会等関係団体と行政との連携が進んで
いない地域がある」、「行政担当者が在宅医療について知らないことがあ
る」等の在宅医療についての課題が指摘されている。

イ�� 在宅医療領域における取組等について
◦  在宅医療・介護連携推進事業において、各市町村により、地域の医療・

介護関係者の協力を得ながら、切れ目なく在宅医療と介護が提供される体
制構築のために必要な取組が進められている。取組例として「主治医・副
主治医制の導入」がある。

◦  都道府県により、居宅等の医療の提供に関する事業が行われている。事
業例として、「訪問診療医のグループや急変時受入医療機関による連携に
向けた情報交換会を実施する場合の経費を支援」等がある。

◦  緩和ケアのうち、在宅緩和ケアは、訪問診療・看護・介護を中心として
行われる。

◦  特に、小児に対する緩和ケアにおいては、成人の緩和ケアとの違いが指
摘されている。

ウ�� 在宅医療に係る診療報酬上の評価について
◦  平成18年度診療報酬改定において、高齢者が住み慣れた家庭や地域で療

ア�� 在宅歯科医療を取りまく状況
◦  歯科訪問診療を実施している歯科診療所数は微増傾向。
◦  在宅療養支援歯科診療所について、地域における連携を推進する観点か

ら、機能に応じて評価しており、連携機能の強化をしている在宅療養支援
歯科診療所 1 は増加傾向。

◦  歯科訪問診療等を実施していない理由は、在宅療養支援歯科診療所では
「歯科訪問診療の依頼がないから」、それ以外の歯科診療所では「歯科訪問
診療に当てる時間が確保できないから」が最も多かった。

◦  新型コロナウイルス感染拡大による影響を踏まえた歯科訪問診療を行う
際の対策として、使用する感染防護具を増やすなど対応を行っている。
イ�� 在宅歯科医療の診療報酬上の評価について
◦  在宅歯科医療を推進する観点から、歯科訪問診療料の見直しや外来受診

していた患者について、かかりつけ歯科医が継続的に歯科訪問診療を実施
した場合の評価など、評価の充実を行っている。

◦  歯科訪問診療料の算定回数は増加傾向にあり、特に歯科訪問診療 2 の増
加が顕著。

◦  歯科訪問診療 1 及び 2 と比較し、歯科訪問診療 3 は20分未満の割合が
多い。

◦  歯科訪問診療料を算定した患者における、口腔機能の評価に基づく継続
的な歯科疾患の管理について評価の充実を行っている。

 養しながら生活を送り、身近な人に囲まれて在宅での最期を迎えることも
選択できるよう、在宅療養支援診療所を新設した。新設後、届出医療機関
数は増加傾向であったが、近年は概ね横ばいとなっている。在宅療養支援
診療所の届出を行わない理由として「24時間の往診担当医の確保が困難で
あるため」が最も多かった。

◦  平成30年度診療報酬改定において、在支診以外の診療所が、かかりつけ
の患者に対し、他の医療機関との連携等により24時間の往診体制と連絡体
制を構築した場合の評価として、継続診療加算を新設した。算定回数は平
成30年と比較して令和 2 年は増加していた。継続診療加算を算定していな
い理由として「24時間の連絡・往診体制構築に向けた協力医療機関が確保
できない」 が最も多かった。

速報 中・医・協・資・料 2022年度診療報酬改定に向けた第１ラウンドの議論が終了
─在宅医療の課題も明らかに
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日本学術会議会員の任命拒否問題が起きてから、
1 年が経過しようとしている。改めて経緯を振り返
りたい。

日本学術会議は、政府から独立した特別の国家機
関だ（日本学術会議法 3 条、以下、同法を「日学法」
と記す）。科学者の中から選ばれた会員は、科学に
関する重要事項を審議し、研究の連絡を図る職務を
担う。

会議の定員は210人（日学法 7 条 1 項）、任期は 6
年、 3 年ごとに半数が首相に任命される（同 3 項）。
その職務は、人文・社会科学、生命科学、理学・工
学の各学問分野の専門家たる科学者でないと担え
ず、また、科学者の業績や能力評価は科学者でない
とできない。首相や内閣府の官僚が直接人選にあた
るのは不可能であるため、学術会議自身が候補者を
推薦し（同17条）、首相はその推薦に「基づいて」

会員を任命する（同 7 条 2 項）。
日本学術会議では、会員半数改選までの 3 年を 1

つの「期」とする。第24期は2020年 9 月末まで。第
25期の開始にあたって、会議は同年 8 月31日、105
名の改選枠と同数の候補者を推薦した。しかし、菅
義偉首相（当時）はそのうち99名を任命するのみ
で、 6 名の任命を拒否した。首相は、任命拒否の理
由を「総合的・俯瞰的な活動」のためと述べるのみ
で、具体的な理由は何も説明しなかった。

この任命拒否には、憲法・法律上の重大な疑義が
ある。まず、憲法23条は、学問の自由を保障する。
これは、学問固有の方法論や基準に基づき判断すべ
き事柄について、政治権力が介入することを禁じ、
学問の自律を保護する規定だ。例えば、国立大学の
教授が実験結果を発表しようとしたときに、政府
が「それを発表されると都合が悪いから」と差し止

めることなどは、典型的な学問の自律の侵害だ。こ
れと同様に、学術会議の会員の人選が学問に基づく
判断である以上、首相が恣意的に任命を拒否するの
は、憲法23条に反する。

これに対しては、公務員を選ぶのは政府の権限で
あり、その自由に任せるべきではないかとの疑問も
あろう。確かに、憲法73条は、内閣が「官吏に関す
る事務を掌理」する権能を持つとする。これは、国
家公務員を任免したり、配属を決めたりする権能
だ。ただ、同条は、この権能は、国民の代表たる国
会が定めた「法律の定める基準に従」って行使すべ
きとする。

これを受け、「法律」は、改選期ごとに105名（「半
数」）を任命すると定める（日学法 7 条 3 項）。会議
が、定員ぴったりの候補者を推薦した場合、推薦さ
れた候補をそのまま任命する以外に、法律の文言に
適合する任命方法はない。もちろん、候補につい
て、研究不正や犯罪などの不祥事が明らかになるこ
ともあり得る。しかし、不祥事をどう評価するかも
学問の自律に基づき判断すべき事柄であって、そう
した事例では、会議側の申出によって退職させるべ
きこととされる（同26条）。

99名しか任命しないことが、「半数を任命する」
（日学法 7 条 3 項）との規定に反していることは、
とりたてて法解釈や科学の専門家でなくても分かり
切ったことだろう。では、こうした違法行為につい
て、政府や会議はどう対応してきたか。次回はそれ
を検討する。（次号につづく）

「憲法」を日常生活で意識することはなかなかありませんが、性別や人種によって差別されな
いことや、健康で文化的な生活を過ごすことなど、私たちが暮らしていく上で大切な権利を保障
しています。しかし、実際には権利が守られていない現状もあります。このシリーズは、憲法の
理念を再確認し、それを実現する社会保障制度を考える1歩にしようという企画です。
2020年9月、日本学術会議が推薦した会員候補のうち6人について菅義偉元内閣総理大臣は任
命を拒否しました。学問の自由に関わることであり、どのような問題点があるのか解説していた
だきます。

日本国憲法第23条
　学問の自由は、これを保障する。

2020年度診療報酬改定にてレセプトの摘要欄に自由記述していた記載事項の
ほとんどに 9 ケタの数字の「コード」が付与されました。厚労省はコード化の
導入について「医療機関の事務作業の効率化になると考えている」と述べてい
ますが、実際はコード化により同じ内容を重複入力したり、請求上必要とは思
えない記載を求められるなど、請求事務の負担は重くなっています。

その実態を調査するため医科会員（713人）の医療機関の請求事務担当者に
対しアンケートを実施したところ、不必要な重複入力や傷病名欄の記載で足り
ると思われる事項を入力している実態が分かりました。ご協力いただいた皆さ
ま、ありがとうございました。アンケート結果をもとに、「本当の事務の効率
化」となるよう保団連とともに厚労省へ改善を要望していきます。

1		 請求事務にかかる時間の変化

2		 コード化で最も煩雑、不必要と感じる項目（複数回答可）

【不必要と感じる項目（一部抜粋）】
<在宅医療>　訪問診療・往診等の日付の重複入力　13件

○ 往診料、在宅患者訪問診療料を当月、先月に算定した場合の、往診日と訪
問診療日の年月日記載が煩雑だと感じる。

○ レセコン入力することで往診日が分かるのにコード化する必要がある
のか。

<画像診断>　撮影部位の入力　7件
○ レセプトの傷病名欄の記載で十分確認可能な撮影部位について、改めて記

載要領コードを入力する必要はないのではないか。また、撮影部位（その
他）のコードが使いづらい。

<投薬>　湿布薬の1日用量・投与日数　7件
○ 湿布薬の日数→処方箋に記載しているのにレセプトにも記載が必要な

のか?
○ 薬剤湿布薬を投与した場合「830100204」 1 日用量を手入力（特に院外処

方の場合）が煩雑です。

◇期　間　2021年 6 月25日〜2021年 7 月20日
◇回答数　116件（FAX104件、Web12件／回答率16.3％）
◇回答医療機関の種別　診療所83件、病院21件、無回答12件
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〈シリーズ〉憲法を生きる

憲法・法律上の重大な疑義
日本学術会議・会員任命拒否問題（その3）

木村　草太 東京都立大学教授

電子レセプト請求「摘要」欄 記載事項のコード化に関するアンケート
半数が請求事務の時間「増えた」
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会員の皆様におかれましては、当会共済制度へのご理解とご協力をいた
だきお礼申し上げます。

さて、保険医年金の受託会社である大樹生命より、予定利率変更（2022
年 7 月 1 日実施）の通達を受けました。この件に関して、その内容と当会
の対応についてご説明いたします。

大樹生命の予定利率変更の通達内容
当会が運営する保険医年金は、生命保険会社 6 社と「拠出型企業年金保

険」を団体契約して運営しております。予定利率（加重平均予定利率）は、
生保各社が定めた予定利率と、当会が定めた引受割合（シェア）により計
算され、 9 月 1 日現在1.259％です。

この度、受託会社の一つである大樹生命から、同社の予定利率を現行の
1.25％から0.75％へ変更するとの通達がありました。変更日は2022年 7 月
1 日です。仮に、現在のシェアに基づき計算すると、加重平均予定利率は
1.140％となり、変更日以降の積立金計算から適用されます。

他社においては変更の議論がないことを確認
通達を受け、保団連では直ちに他の受託生保各社（本社）に予定利率見

直しの検討がないか、シェア引き受けの可能性がないか照会しました。日
銀のマイナス金利政策導入以降の長期に亘る超低金利状況下での運用環境

によりシェアの引き受けは厳しいものの、現時点で大樹生命以外に予定利
率見直しの議論はないことを確認しております。

積立金は削減されませんので、ご安心ください
保険医年金は加入者の貴重な財産を確実に運用するため、元本保証

型（※）の制度として50年以上に渡り運営してきました。この制度は予定利
率が最低保証され、毎年の決算時に積立金を確定しています。予定利率が
変更となった場合でも、加入者の積立金は削減されませんので、ご安心く
ださい。

予定利率が変更された場合、既にご案内の給付額試算表等も変更となり
ます。加入・増口をご検討中の先生方におかれましてはご留意ください。
運用の安定性、積立・受取の自在性等、制度の特長に変更はありません。
ぜひ積極的に加入をご検討くださるようお願い致します。

ご不明な点については、各保険医協会・保険医会にお尋ねください。

（※）�掛金には運営事務費、委託手数料や遺族年金特約保険料が含まれており、これらを
差し引いて積み立てられます�。9月1日現在の予定利率（1.259％）を基に計算し
た場合、月払は3年11ヶ月、一時払は1年11ヶ月で積立金が掛金を上回ります。な
お、予定利率1.140％の場合、月払は4年4ヶ月、一時払は2年2ヶ月で積立金が掛
金を上回ります。

<お問い合わせ先>	石川県保険医協会	☎076-222-5373

保険医年金の予定利率変更に関するお知らせと
当面する保団連の対応について

全国保険医団体連合会　共済部長　森　明彦

自在性が魅力です！
○急な出費にも1口単位で解約できます  
○払込が困難な時には「掛金中断」もできます
○年金の受け取りは「受給時」に ①10年定額年金 ②15年定額年金
　③15年逓増年金 ④20年逓増年金 から選択、または一括受け取り
○万一の時にはご遺族に全額給付

保険医年金は、国の公的年金制度が不十分なためにつくられた医師・歯科医師
を対象とする積立型の年金制度（拠出型企業年金保険）です。1968年に創設して
以来、わが国有数のスケールに発展しています。
保険医年金では、年金制度でもっとも大事な加入者の年金給付を守ることを
重視し、これまでに年金受給者の年金額をカットしたことは一度もありません。

年金資産は6社の生保会社でリスク分散されています。

※普及期間中には、保険医年金の引受保険会社のうち、大樹生命（旧 三井生命）、明治安田生命、
富国生命の普及担当者が制度内容等をご案内します。

※ここでは制度の概要をお知らせしております。詳細についてはパンフレットをご確認ください。

全国の会員から、自在性・柔軟性に富む保険医年金が評価されています。
お問い合わせは 石川県保険医協会まで

Tel：076-222-5373  Fax：076-231-5156

明日のための安心設計

保険医年金の
おすすめ

この機会にぜひ加入・増口を
ご検討ください。

ご加入日 2022年1月1日
加入資格 新規は満74歳、増口は満79歳まで

の保険医協会の会員

月　払
１口１万円

一時払
１口50万円

9月1日から10月25日まで加入・増口の受付は

ゴルフコンペ
石川県保険医協会主催

日時

場所

２021年11月3日（水・祝）
午前8：30スタート
（7：45集合）

朱鷺の台カントリークラブ 眉丈台コース
羽咋市柳田町8-8　電話 0767-27-1121

※詳細は同封の案内チラシをご覧ください。

グループ保険
ご加入の皆さまへ

「生命保険料控除証明書」の
発行について

希望される方は保険医協会までご連絡ください。昨年度発行した方に
ついては、自動的に発行・郵送します。なお、保険料負担者が法人の場
合は、生命保険料控除証明書は発行できませんので、ご注意ください。
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る
原
発
関
連
裁

判
で
政
府
に
不
利
な
判
決
は
下

せ
な
い
。
時
に
地
裁
で
住
民
有

利
な
判
決
が
出
て
も
、
逆
転
判

決
を
狙
い
田
舎
の
高
裁
に
中
央

の
指
示
に
従
う
裁
判
官
を
派
遣

し
、
政
府
に
有
利
な
判
決
を
下

し
て
出
世
街
道
に
戻
る
。

そ
ん
な
世
知
辛
い
世
に
あ
っ

て
、「
公
僕
」
と
し
て
精
一
杯

の
反
抗
を
し
た
方
が
い
た
。
上

司
の
命
令
に
逆
ら
え
ず
、「
公

僕
」
と
し
て
の
良
心
の
呵
責
か

ら
う
つ
病
に
な
り
「
赤
木
メ

モ
」
を
残
し
自
ら
の
命
を
絶
っ

て
い
る
。
財
務
省
近
畿
財
務
局

の
元
職
員
の
赤
木
俊
夫
氏
だ
。

公
僕
で
あ
る
官
僚
や
裁
判
官
の

新
人
も
「
よ
り
良
い
日
本
」
を

目
指
し
て
任
官
し
た
が
「
忖
度

政
治
」
に
な
り
、
優
秀
な
人
材

は
国
家
公
務
員
を
目
指
さ
な
く

な
っ
た
。
日
本
に
と
っ
て
は
不

幸
な
時
代
が
始
ま
っ
た
。
人
事

権
を
武
器
に
、
公
務
員
を
「
公

僕
」
と
し
て
の
務
め
よ
り
も
政

府
の
悪
行
の
手
助
け
を
強
い
る

政
府
与
党
の
責
任
は
重
い
。
一

方
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
は
政
府

監
視
を
疎
か
に
し
、
社
長
と
政

治
部
記
者
た
ち
は
接
待
攻
勢
に

迎
合
し
て
「
大
本
営
発
表
」
に

加
担
す
る
だ
け
。
先
進
国
で

は
、
政
府
取
材
で
コ
ー
ヒ
ー
一

杯
も
断
る
の
が
マ
ス
コ
ミ
界
の

矜
持
だ
。

福
島
県
の
県
民
健
康
調
査
で

は
、「
個
人
情
報
保
護
法
」
を

盾
に
原
発
の
不
都
合
な
情
報
を

福
島
医
大
が
一
元
管
理
し
て
研

究
者
に
も
詳
細
を
隠
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
で
は
、

異
常
な
ほ
ど
多
く
発
見
さ
れ
た

小
児
甲
状
腺
が
ん
の
原
因
究
明

が
困
難
と
な
る
。
検
査
縮
小
が

目
論
ま
れ
る
こ
と
も
危
惧
さ

れ
る
。

故
大
平
政
樹
石
川
県
保
険
医

協
会
前
会
長
が
名
付
け
た
「
原

発
・
い
の
ち
・
み
ら
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
て
、
放

射
線
、
甲
状
腺
関
連
の
各
種
学

会
、
会
合
、
委
員
会
か
ら
の
情

報
を
得
て
い
な
け
れ
ば
今
の
私

は
な
い
。
政
権
に
都
合
の
良
い

情
報
に
晒
さ
れ
日
々
の
生
活
に

追
わ
れ
検
証
で
き
な
い
国
民
は

騙
さ
れ
続
け
て
い
く
だ
ろ
う
。

「
人
事
権
悪
用
」
と
「
情
報
操

作
」
に
対
し
て
、「
原
発
・
い

の
ち
・
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
後
世
の
人
が
安
心
し
て

住
め
る
日
本
を
残
す
た
め
今
後

も
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

終
わ
り
に
、
マ
ハ
ト
マ
・
ガ

ン
ジ
ー
の
言
葉
「
善
き
こ
と
は

カ
タ
ツ
ム
リ
の
速
度
で
動
く
」

を
記
す
。

※
本
稿
に
書
き
き
れ
な
か
っ
た

内
容
は
、
石
川
県
保
険
医
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。

 
https://ishikaw

ahokeni. 
jp/kaiintoko-20210913/

前立腺がんの有病率は今や全世界で第 2 位となっており、日本でも年間
約10万人にも及ぶ新たな前立腺がん罹患数の増加傾向が認められる。前立
腺がんは 5 年生存率が最も高い固形がんであるが、発見時の進行がんと限
局がんとの予後の差は大きく異なる。現在はPSA検診によるがん死亡率
の減少が証明され、多くの自治体では対策型検診に準じた扱いとなり検診
受診率の向上を目指している。保険診療でのPSAカットオフ値は4.0未満
と定められている。一次検診では採血のみを行いPSA値 4 以上（自治体
によって異なる）を要精検とし、精密検査受診を勧奨する。二次精密検査
で受診した医療機関では健康保険で直腸診と経直腸的超音波検査が行われ
る。紹介医療機関と自治体にその結果を報告し、精度管理（政府目標は検
診受診率50％以上で高精検受診率を目指す）を行う仕組みとなっている。
PSAは前立腺の微量タンパク抗原を高感度に検出する。そのため高度前
立腺肥大症や前立腺炎を伴う場合にも高値を示す。

要精検者が二次検診で“がん”が否定され、引き続きPSA値が 4 以上が
続く場合に一般医はどうすべきか?

生検が施
行され、が
んが検出さ
れていない
場合でも前
立腺生検が偽陰性である可能性がある。PSAは 3 カ月以上の間隔で採血
した場合には保険請求が可能（前立腺がん疑い病名、採血日時、PSA値
の記載要）。がんが確定しても泌尿器科の通院が困難な場合、PSA採血
し悪性腫瘍等患者指導管理料を算定する。精査にはPET検査は不向きで
MRIが有効だ。PSA値は前立腺がんの病勢を反映し治療効果判定や、無
治療監視療法の指標に有効でPSA値の上昇があれば泌尿器科受診を勧
める。MRIで臨床的治療意義のあるがんと判断された場合には生検し、
TNM分類、グリソン分類（前立腺がん独自の組織診断法）等をもとに治
療関連合併症を十分考慮し、根治性とQOLのバランスがとれた治療法を
選択する。

PSA検診の勧めと
一般医科の役割
PSA検診の勧めと
一般医科の役割

紙上よろず勉強会 《第19回》シリーズ

西川　忠之 （能美市・泌尿器科）

排尿のはなし⑥（最終回）テーマ

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その65

シリーズ

村
田

　祐
一
（
金
沢
市
・
小
児
科
）

原
発
か
ら
見
え
る

 
日
本
の
問
題

第19回 原発・いのち・みらいシリーズ講演会 

※詳細・申し込みは同封の案内チラシをご覧ください。

と  き 12月5日[日] 午前10時～正午
2021年

講　師 片山 夏子 氏

ところ ホテル金沢 2階 ダイヤモンドA（定員50人）

開催方法 会場（定員50人）とWEB（zoom）の併催。
講師は会場で講演される予定。

東京新聞福島支局長 片山夏子氏が語る
「東電福島原発事故 作業員の10年間」

一人ひとりの声を
記録して（仮）

（東京新聞福島特別支局長）

内腺

外腺

尿道

尿道

膀胱 膀胱

膀胱

尿道

がん

高田 昇 氏講　師
金沢大学附属病院・消化器内科第57回

なんでも学術 !
なんでも回答 ?

よろず勉強会

外来で隠れ肝硬変を早く見つける!（仮）
2021年12月16日（木）
午後7時30分～午後9時

と　き

ところ オンライン会議システム（Zoom）または
石川県保険医協会・会議室

対　象 会員医師・歯科医師、
会員医療機関のスタッフ

参加費 無料
※詳細・申し込みは同封の案内チラシをご覧ください。

石 川 保 険 医 新 聞 第594号（9）2021年10月15日（毎月15日発行）
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あ
ら
、
こ
ん
に
ち
は
。
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
み
よ
う
か
と

思
っ
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
っ
て
。
お
ぉ
、
そ
れ
は
ほ
ん
と
嬉

し
い
な
ぁ
。
日
曜
日
で
す
け
ど
、
た
ま
た
ま
診
療
所
で
仕
事

し
て
た
と
こ
ろ
な
ん
で
す
よ
。
最
近
、
涼
し
く
な
り
ま
し
た

ね
ぇ
。
玄
関
の
立
ち
話
し
も
な
ん
で
す
し
、
中
へ
ど
う
ぞ
お

入
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。

コ
ー
ヒ
ー
で
い
い
で
す
か
ぁ
。「
な
ん
だ
か
落
ち
着
き
ま

す
ね
ぇ
」
っ
て
、
嬉
し
い
こ
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
ね
ぇ
。
診

療
所
っ
て
い
っ
て
も
普
通
の
一
軒
家
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か

ね
ぇ
。
診
療
所
感
が
ま
る
で
な
い
で
す
も
ん
ね
。
は
い
。
そ

こ
、
結
構
大
事
に
し
て
ま
す
。

コ
ロ
ナ
だ
け
ど
最
近
ど
ぉ
で
す
?
っ
て
。
ほ
ん
と
、
お

か
げ
さ
ま
で
、
み
な
さ
ん
か
ら
ご
依
頼
が
あ
り
ま
し
て
、
訪

問
診
療
楽
し
く
回
ら
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
そ
う
で
す
ね
、

コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
か
も
で
す
ね
ぇ
。
病
院
や
施
設
だ
と
あ
ん

ま
し
ご
家
族
の
面
会
が
で
き
な
い
で
す
も
ん
ね
。

あ
と
、
４
月
か
ら
河
﨑
先
生
と
医
師
２
人
体
制
で
訪
問
診

療
し
て
ま
す
。
尊
敬
す
る
先
生
と
い
っ
し
ょ
に
訪
問
診
療
で

き
る
な
ん
て
夢
の
よ
う
だ
と
思
っ
て
ま
す
。
ほ
ん
と
に
。

え
っ
。
診
療
以
外
の
こ
と
で
す
か
。
そ
う
で
す
ね
ぇ
。

あ
っ
、
飲
み
会
に
行
か
な
く
な
り
ま
し
た
ね
ぇ
。
そ
う
そ

う
。
で
も
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
飲
み
会
や
っ
て
ま
す
よ
。
和
歌
山
や

福
井
の
先
生
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
気
軽
に
飲
み
会
で
き
る
の
は
、

コ
ロ
ナ
前
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
ぇ
。
コ
ロ
ナ

は
大
変
だ
け
ど
、
い
い
時
代
に
な
っ
た
な
ぁ
と
日
本
酒
飲
み

な
が
ら
思
い
ま
す
で
す
、
は
い
。

あ
と
、
観
葉
植
物
を
育
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昔
は

よ
く
枯
ら
し
て
ま
し
た
け
ど
、
最
近
は
ま
あ
ま
あ
い
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
緑
は
癒
さ
れ
ま
す
ね
ぇ
。

ま
ぁ
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
も
う
コ
ロ
ナ
前
に
戻
る

こ
と
は
な
い
で
す
か
ら
ね
ぇ
。
新
し
い
こ
と
楽
し
ん
で
い

き
た
い
で
す
ね
ぇ
。
で
も
、
コ
ロ
ナ
ほ
ん
と
落
ち
着
い
た

ら
、
み
ん
な
で
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
し
た
い
な
ぁ
。
カ
ラ
オ
ケ

と
か
ね
。
ね
ぇ
、
ほ
ん
と
、
そ
れ
を
夢
見
て
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
。

今
日
は
、
い
ろ
い
ろ
お
話
聞
い
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
ね
。
そ
れ
で
は
。

ま
た
。
ぜ
ひ
ぜ
ひ
。

原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

こ
の
た
び
、
私
の
趣
味
で
あ

る
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
つ
い
て
全
４

回
で
連
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

初
心
者
の
ダ
イ
バ
ー
で
す
が
、

１
０
０
本
ほ
ど
の
ダ
イ
ビ
ン
グ

記
録
か
ら
思
い
出
に
残
っ
て
い

る
土
地
や
生
き
物
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

第
１
回
目
は
以
前
に
も
本
紙

に
投
稿
し
た
こ
と

の
あ
る
小
笠
原
諸

島
で
す
。

小
笠
原
諸
島
は

東
京
か
ら
南
に
約

１
０
０
０
㎞
に
位

置
す
る
30
余
り
の

島
々
の
総
称
で
、

世
界
自
然
遺
産
に

も
登
録
さ
れ
、
東

洋
の
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
と
呼
ば

れ
る
美
し
い

島
で
す
。
そ

こ
に
た
ど
り

着
く
た
め
に
は
東
京
か
ら

週
に
１
本
ほ
ど
出
て
い
る

船
（
お
が
さ
わ
ら
丸
）
で

24
時
間
か
け
て
向
か
い
ま

す
。
海
は
ボ
ニ
ン
ブ
ル
ー

と
呼
ば
れ
、
小
笠
原
諸
島

だ
け
で
見
る
こ
と
が
出
来

る
鮮
や
か
な
水
色
で
透
明
度
も

抜
群
で
す
（
写
真
１
）。

私
が
小
笠
原
諸
島
へ
行
っ
た

の
は
３
月
で
し
た
の
で
、
ザ
ト

ウ
ク
ジ
ラ
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
（
写
真

２
）。
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
す
る
と

き
は
船
を
出
し
て
も
ら
い
ポ
イ

ン
ト
ご
と
に
移
動
し
な
が
ら
１

日
に
２
〜
３
本
潜
る
の
で
す

が
、
移
動
中
や
休
憩
中
に
１
日

１
回
は
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
に
遭
遇

し
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ん
と

も
贅
沢
な
時
間
で

し
た
。

小
笠
原
で
は
計

８
本
潜
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
中
で

特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
が
シ
ロ

ワ
ニ
と
い
う
サ
メ

で
す
（
写
真
３
）。

全
長
２
〜
３
ｍ

で
、
比
較
的
暖
か

い
海
に
生
息
す
る

生
き
物
で
日
本
で

は
小
笠
原
諸
島
で

し
か
観
察
さ
れ
て

い
な
い
サ
メ
で
す
。
尖
っ
た
歯

が
特
徴
的
な
強
面
の
サ
メ
で
す

が
、
そ
の
鋭
利
な
歯
は
毎
週
生

え
変
わ
り
一
生
の
間
に
３
万
本

の
歯
を
使
う
そ
う
で
す
。
私

が
シ
ロ
ワ
ニ
を
見
た
時
は
湾
内

の
ポ
イ
ン
ト
で
、
少
し
濁
っ
た

視
界
の
中
で
シ
ロ
ワ
ニ
が
来
る

の
を
待
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

濁
っ
た
水
の
中
か
ら
シ
ロ
ワ
ニ

が
急
に
現
れ
と
て
も
び
っ
く
り

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

強
面
な
見
た
目
で
す
が
、
性
格

は
お
と
な
し
く
、
こ
ち
ら
か
ら

追
い
か
け
た
り
し
な
け
れ
ば
攻

撃
的
な
こ
と
は
し
て
こ
な
い
と

の
こ
と
で
す
。
で
す
が
、
そ
れ

を
知
っ
て
い
て
も
間
近
で
観
る

と
迫
力
が
あ
り
少
し
怖
か
っ
た

で
す
。
他
に
も
イ
ソ
マ
グ
ロ
な

ど
の
大
物
や
ク
マ
ノ
ミ
や
ウ
ミ

ウ
シ
な
ど
色
と
り
ど
り
の
魚
な

ど
様
々
な
種
類
の
魚
を
観
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

小
笠
原
諸
島
は
ダ
イ
ビ
ン
グ

だ
け
で
な
く
他
に

も
自
然
豊
か
な
場

所
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
特
に
お
す
す

め
の
場
所
は
南
島

で
す
。
南
島
は
島

へ
の
上
陸
が
１
日

１
０
０
人
、
滞
在

時
間
２
時
間
、
ガ

イ
ド
必
須
と
厳
し

く
制
限
さ
れ
た
島

で
す
。
手
つ
か
ず

の
自
然
が
た
く
さ

ん
残
っ
て
お
り
、

南
島
に
あ
る
扇
池

は
小
笠
原
諸
島
の
中
で
も
透
明

度
抜
群
で
す
（
写
真
４
）。

そ
し
て
、
こ
れ
ぞ
離
島
！
と

い
う
景
色
を
目
に
し
た
の
は
小

笠
原
旅
行
の
最
終
日
。
お
が
さ

わ
ら
丸
が
出
港
す
る
時
間
は
島

民
の
方
々
が
た
く
さ
ん
見
送
り

に
来
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
船

が
ゆ
っ
く
り
と
動
き
は
じ
め
る

と
、
港
に
停
泊
し
て
い
た
船
が

お
が
さ
わ
ら
丸
を
追
う
よ
う
に

何
隻
も
や
っ
て
き
ま
す
（
写

真
５
）。
こ
れ
は
ダ
イ
ビ
ン
グ

シ
ョ
ッ
プ
や
ツ
ア
ー
会
社
な
ど

の
船
で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
陸

か
ら
だ
け
で
な
く
海
の
上
か
ら

も
見
送
っ
て
く
れ
ま
す
。
５
〜

６
日
と
い
う
短
い
滞
在
期
間
で

す
が
、
ほ
ぼ
毎
日

一
緒
に
過
ご
し
て

き
た
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
さ
ん
に
見

送
ら
れ
る
と
思
わ

ず
う
る
っ
と
し
て

し
ま
う
光
景
で

し
た
。

船
で
の
往
復
は

時
間
も
体
力
的
に

も
大
変
で
す
が
、

私
の
中
で
ま
た
訪

れ
て
み
た
い
土
地

の
１
つ
で
す
。

 

コ
ロ
ナ
だ
け
ど
ね
、 

悪
い
こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
の
よ
、 

 ハッ
ハァ

野
口
　
晃
（
金
沢
市
・
内
科
）

（解答は 4 面にあります）

囲 碁

（解答は 4 面にあります）

〈ヒント〉馬の守りに注意する。
 （10分で1級）

■出題　九段　西村一義黒先　（7分で１、２級以上）
〈ヒント〉 ダメヅマリをとがめて
 無条件で仕留めます。

■出題　九段　石榑郁郎

初級編初級編

イビングの世界イビングの世界
宮田　愛子（金沢市・歯科）

第１回 東洋のガラパゴス 小笠原諸島
ダダ

写真1 ボニンブルーの美しい小笠原の海
（パパスダイビングスタジオHPより）

写真3 シロワニ（パパスダイビングスタジオHPより）

写真2 ザトウクジラ（パパスダイビングスタジオHPより）

写真4 南島扇池（小笠原村観光協会HPより）写真5 おがさわら丸を見送るたくさんの船

石 川 保 険 医 新 聞 2021年10月15日（毎月15日発行）（10）第594号


